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■県連合会Letter ２頁
　・商工会応用研修会
　・パソコン財務会計主任者取得研修会
　・簿記検定3級受験案内

■商工会Letter ３～４頁
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　　予想を上回る反響（三田市  青年部）
　・地域活性化に繋げる温泉郷の
　　夏イベント（温泉町  青年部・女性部）

■特集　  ５～６頁
　・地域力連携拠点支援事業（経営革新）

　

株
式
会
社
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
（
代
表
取
締
役 

嶋
田

正
義
）
は
、
神
崎
郡
福
崎
町
西
田
原
の
福
崎
町
特
産
館
「
も
ち

む
ぎ
の
や
か
た
」
を
運
営
し
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
は
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
・
麺
工
場
を
併
設
し
、
地

元
特
産
品
の
も
ち
む
ぎ
麺
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
従
業

員
は
二
十
二
名
。

　

近
く
に
は
「
民
俗
学
の
祖
、
柳
田
國
男
の
生
家
」
や
旧
神
崎

郡
役
所
の
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
な
ど
が
あ
り
、
福
崎
町
の
観

光
拠
点
と
し
て
休
日
は
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
「
も
ち
麦
」
は
大
麦
の
一
種
。
小
麦
に
比
べ
高
た
ん
ぱ
く
・

高
ミ
ネ
ラ
ル
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き
も
あ

り
、
健
康
ブ
ー
ム
の
な
か
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
「
も
ち

麦
」
を
用
い
た
特
産
品
開
発
の
試
み
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会

が
実
施
す
る
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、
福
崎
町
商
工
会
と
共
に
新
商
品
開
発

を
目
指
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
・
三
頁
）

〜
株
式
会
社
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー（
福
崎
町
）〜

▲嶋田社長（左から三番目）と社員のみなさん ▲（写真下）柳田國男の生家
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
基
礎
を

学
ぶ

〜
商
工
会
応
用
研
修
会
〜

記
帳
指
導
へ
の
取
り
組
み

〜 

パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計
主
任
者
取
得
研
修
会 

〜

　

県
連
合
会
は
、
八
月
七
日
〜
八
日
、

二
十
八
日
〜
二
十
九
日
に
、福
崎
町
・

中
小
企
業
大
学
校
関
西
校
に
お
い
て

「
商
工
会
応
用
研
修
会
（
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
作
成
基
礎
コ
ー
ス
）」
を
開

催
し
、
両
日
程
で
四
十
七
名
が
参
加

し
た
。

　

本
研
修
は
事
業
提
案
能
力
の
向
上

を
目
指
し
、
グ
ル
ー
プ
演
習
を
中
心

と
し
た
一
泊
二
日
の
合
宿
形
式
で
実

施
さ
れ
た
。

　

一
日
目
は
、
県
連
合
会
よ
り
「
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
」
等
の
新
事
業

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、「
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
講
座
」
と
題
し
、

中
小
企
業
診
断
士
の
土
居
氏
・
黒
野

氏
が
講
議
を
行
っ
た
。

　

一
日
目
は
黒
野
氏
よ
り
、
会
員
企

業
の
強
み
を
伸
ば
す
支
援
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

分
析
手
法
な
ど
を
指
導
。
特
に
、
事

業
提
案
の
参
考
と
し
て
、
経
営
革
新

計
画
認
定
企
業
の
取
り
組
み
の
例
示

な
ど
に
参
加
者
は
皆
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

二
日
目
に
は
、
一
日
目
の
内
容
を

踏
ま
え
、
土
居
氏
の
も
と
、
架
空
の

企
業
デ
ー
タ
を
用
い
て
経
営
革
新
計

画
書
を
作
成
し
た
。
参
加
者
は
四
人

一
組
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
企
業
の

財
務
分
析
や
新
事
業
の
提
案
を
行
い
、

計
画
書
に
し
て
発
表
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
提
案
型
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
事
業
主
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
の
火
つ
け
役
を
担
っ
て
ほ

し
い
と
の
期
待
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

十
月
、
十
一
月
に
は
、
丹
波
市
に

お
い
て
実
際
の
会
員
企
業
に
対
し
事

業
提
案
を
行
う
「
経
営
革
新
支
援
研

修
会
」
を
開
催
す
る
。

主な行事予定

10
月
の
こ
よ
み

１
日
㊌
〜
２
日
㊍

 

経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
丹
波
市
）

4
日
㊏ 

生
命
保
険
募
集
人
登
録

義
務
研
修（
神
戸
市
）

18
日
㊏ 

商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験

（
神
戸
市
）

23
日
㊍
〜
24
日
㊎

 

商
工
会
会
長
・
副
会
長

研
修
会（
豊
岡
市
）

27
日
㊊ 

女
性
部
全
国
大
会

 

（
宮
崎
県
）

11
月
の
こ
よ
み

13
日
㊍
〜
14
日
㊎

 

経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
丹
波
市
）

15
日
㊏
〜
16
日
㊐

 

商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験

（
神
戸
市
・
朝
来
市
）

27
日
㊍ 

商
工
会
全
国
大
会

 

（
東
京
都
）

平成20年度3級簿記検定の案内
　簿記は、経理担当者だけでなく、企業経
営者にも求められている非常に重要な知識
です。また、これから社会に羽ばたかれる
学生さんにもきっとこれらの知識は役に立
つはずです。興味のある方は、この機会に
ぜひ、トライしてみてください。

<試験日>
平成20年12月5日㈮

<応募期間>
10月7日㈫～11月4日㈫

～詳細は、お近くの商工会まで～
主催／兵庫県商工会連合会
　　　全国商工会連合会　

　

県
連
合
会
は
八
月
二
十
一
日
、
神

戸
市
・
神
戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計
主
任

者
取
得
研
修
会
」
を
開
催
し
、
資
格

取
得
を
目
指
し
五
十
九
名
が
参
加
し

た
。

　

パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計
主
任
者
試
験

は
一
級
と
二
級
が
あ
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
経
理
業
務
を

効
率
よ
く
処
理
で
き
る
能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
試
験
で

あ
り
、
平
成
二
十
年
六
月
よ
り
記
帳

機
械
化
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記

帳
」
導
入
に
よ
り
一
級
ま
で
の
受
験

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
職

員
の
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
本
年

度
よ
り
当
資
格
取
得
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

　

中
小
企
業
庁
が
進
め
る
「
中
小
企

業
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
財
務
会
計

を
支
援
し
て
い
く
上
で
、
会
員
事
業

所
へ
の
記
帳
指
導
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
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▲もちむぎ製品を販売している「もちむぎのやかた」

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
③

株
式
会
社
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
③

株
式
会
社
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー

〜
福
崎
町
〜

〜
福
崎
町
〜

企業概要
①企業名　株式会社もちむぎ食品センター
②代表者名　嶋田　正義（福崎町長）
③住所　兵庫県神崎郡福崎町西田原1022-4
④TEL･Fax　℡0790-22-0569　Fax0790-23-1533
⑤ＵＲＬ　http://www.mochimugi.jp/
⑥資本金　3000万円
⑦創業年　平成２年
⑧従業員数　22人（社員９名）
⑨会員暦　16年

　
「
も
ち
麦
」
は
、
戦
後
の
食
糧
難

の
時
期
に
各
地
で
栽
培
さ
れ
、
福
崎

町
で
は
団
子
に
し
て
食
べ
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
、
食
生

活
の
変
化
と
と
も
に
次
第
に
途
絶
え

て
い
っ
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
八
年
、

町
・
商
工
会
・Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、
試

験
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た「
も
ち
麦
」

を
利
用
し
た
製
品
を
開
発
す
る
こ
と

で
農
業
の
振
興
、
商
業
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
研
究
を

行
い
、
昭
和
六
十
二
年
に
「
も
ち
む

ぎ
麺
」
と
し
て
製
品
化
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
「
も
ち
麦
」
を
活
か
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
組
織
的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
平
成
二
年
六
月
、
株
式

会
社
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー（
町
・

も
ち
む
ぎ
パ
ス
タ
の
ま
ち
づ
く
り
：

福
崎
」
と
題
し
、
福
崎
町
商
工
会
と

と
も
に
新
商
品「
も
ち
む
ぎ
パ
ス
タ
」

開
発
に
力
を
注
ぐ
。
同
時
に
、
阪
神

間
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
福
崎
に

呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

商
工
会
へ
の
期
待

　

原
油
の
高
騰
・
情
報
化
な
ど
、
社

会
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対
応
が
困

難
な
中
小
企
業
の
為
に
、
迅
速
な
情

報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
少

し
で
も
中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
よ

う
多
面
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
企
業
間
の
情
報
交

流
の
場
づ
く
り
、
取
引
や
企
業
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
引
き
続

き
積
極
的
に
行
い
、
中
小
企
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

商
工
会
・
農
協
が
共
同
出
資
）
が
設

立
さ
れ
た
。
平
成
七
年
に
は
特
産
館

「
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
」
も
完
成
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
も
ち
む
ぎ
麺
」
は
平
成
六
年
、
ふ

る
さ
と
全
国
食
品
フ
ェ
ア
ー
で
農
林

水
産
省「
食
品
流
通
局
長
賞
」を
受
賞
。

ま
た
、「
も
ち
む
ぎ
カ
ス
テ
ラ
」
は
、

平
成
八
年
に
ふ
る
さ
と
食
品
中
央
コ

ン
ク
ー
ル
で
「
財
団
法
人
食
品
産
業

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

 　

経
営
理
念

　
「
も
ち
む
ぎ
麺
」
を
通
じ
、「
故
郷

を
愛
し
、
健
康
を
願
わ
れ
る
皆
様
に

心
を
こ
め
て
お
届
け
し
ま
す
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
お
客
様
や
地
元
の
方
に

愛
さ
れ
る
企
業
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　

現
在
の
取
り
組
み

　

現
在
は
「
も
ち
む
ぎ
麺
」
だ
け
で

は
な
く
、素
麺
、精
麦
、麦
茶
、ど
ら
焼
、

焼
酎
等
多
く
の
商
品
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
生
産
者
（
も
ち
む
ぎ

生
産
組
合
）
と
と
も
に
、
小
学
校
の

行
事
や
各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
「
も
ち
む
ぎ

麺
」
と
「
福
崎
町
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
る
。「
も
ち
む
ぎ
麺
」
に
つ
い

て
は
、
神
戸
、
姫
路
な
ど
の
一
部
飲

食
店
、
地
場
産
品
店
な
ど
で
も
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
。

　

自
社
の
強
み
、
自
信

　
「
も
ち
む
ぎ
麺
」
は
、町
・
商
工
会
・

Ｊ
Ａ
の
協
力
の
中
で
生
ま
れ
た
特
産

品
で
あ
り
、原
料
と
な
る
「
も
ち
麦
」

は
地
元
福
崎
で
100
％
栽
培
し
て
い
る
。

ま
た
、「
も
ち
麦
」
を
生
産
し
て
い

る
も
ち
む
ぎ
生
産
組
合
や
、
出
資
団

体
で
あ
る
町
、
商
工
会
、Ｊ
Ａ
な
ど

の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
商
品
開
発

や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
を
町
全
体

を
あ
げ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
性

　

平
成
二
十
年
度
、
こ
れ
ら
の
試
み

が
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」（
全
国
商
工
会
連

合
会
）
に
採
択
さ
れ
、「
民
俗
学
と ▲三味麺御膳
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▲今回で二十六回を迎えたミスひまわりのコンテスト

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 県内商工会イベント案内 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
イベント名 開催日 概要 問合せ先

南あわじ食と文化の
市民まつり

たつの市商工産業まつり

第９回かみかわまるごと
売りまっせ！まっせまつり

10月11日㈯～
      10月12日㈰

10月26日㈰
10：00～15：00

10月26日㈰
10：30～15：３0

11日は前夜祭、12日には市内4中学合同ブラスバ
ンド・タレント等のステージショー及び特産品の販売
が行われます。

会員事業所による商品・製品の展示及び即売。
ステージイベントや餅ほり大会、福引大会など。

会員事業所等によるバザー、地域伝統芸能公演、銀
の馬車道ふれあいウォーキング、資料展示会等。

事務局　南あわじ市市長公室
　　　　ＴＥＬ 0799-43-5002
後援　　南あわじ市商工会
　　　　ＴＥＬ 0799-45-0396

たつの市商工会
ＴＥＬ 0791-72-7550

神河町商工会
ＴＥＬ 0790－32－0295

地
産
地
消
の『
三
田
地
場
ー
ガ
ー
』

予
想
を
上
回
る
反
響〜三

田
市
商
工
会
青
年
部
〜

夏
の
夕
べ
を
楽
し
む
人
々
の
笑
顔

〜
太
子
町
商
工
会
青
年
部
〜

　

全
国
各
地
で
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
が

人
気
を
集
め
る
中
、
三
田
市
商
工
会

青
年
部
（
西
井
久
人
部
長
）
で
は
、

市
内
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
「
三
田
地
場
ー
ガ
ー
」（
さ
ん
だ

じ
ば
ー
が
ー
）
を
開
発
し
た
。

　

飲
食
業
関
係
の
部
員
も
多
い
が
、

バ
ー
ガ
ー
づ
く
り
は
初
め
て
。
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
、
テ
ー
マ

は
「
地
産
地
消
」
に
決
め
た
が
、
開

発
は
難
航
。
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
味

を
研
究
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

　
「
三
田
地
場
ー
ガ
ー
」
は
、
三
田

牛
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
ハ
ン
バ
ー

グ
が
食
欲
を
誘
う
一
品
で
、
八
月
二

日
〜
三
日
の
「
三
田
ま
つ
り
」
で
デ

ビ
ュ
ー
し
た
。

　

価
格
を
三
百
五
十
円
に
設
定
し
、

ま
つ
り
の
二
日
間
で
計
五
百
個
の
販

売
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
予

想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、
初
日
で
二

日
分
の
五
百
四
十
個
を
完
売
、
翌
日

に
は
、二
百
十
個
を
追
加
販
売
し
、二

日
間
で
七
百
五
十
個
を
売
り
上
げ
た
。

　

今
後
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
産

品
と
し
て
、
商
標
登
録
も
検
討
し
、

地
元
へ
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

太
子
町
商
工
会
青
年
部
（
中
田
栄

治
部
長
）
は
、
八
月
二
十
一
日
、
斑

鳩
寺
境
内
に
て
夏
恒
例
の
太
子
夏
会

式
を
開
催
し
た
。

　

夏
会
式
は
太
子
町
の
名
所
「
斑
鳩

寺
」
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
太
子
町
で
は
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
か
ら
始
ま

り
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
全
日
本
空
手

道
連
盟
拳
心
館
本
部
の
子
供
た
ち
に

よ
る
空
手
の
演
武
、
モ
ン
キ
ー

シ
ョ
ー
、
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

漫
才
シ
ョ
ー
、
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
コ
ン

テ
ス
ト
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
。

　

と
り
わ
け
、
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
で
は
西
播
磨
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
る
「
白
夜
」
が
参
加
し
て
盛
り

あ
げ
、
ま
た
漫
才
シ
ョ
ー
で
は
「
笑

い
飯
」
と
「
ス
ト
リ
ー
ク
」
の
二
組

が
境
内
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

　

最
後
に
発
表
の
あ
っ
た
ミ
ス
ひ
ま

わ
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
回
で
二
十
六

回
目
を
迎
え
、
選
ば
れ
た
ミ
ス
ひ
ま

わ
り
二
名
は
太
子
町
の
観
光
大
使
と

し
て
、
各
種
公
的
行
事
で
活
躍
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

当
日
は
斑
鳩
寺
境
内
に
各
地
か
ら

多
く
の
人
々
が
詰
め
か
け
、
そ
れ
ぞ

れ
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
、
今
年
も

大
盛
況
の
祭
り
と
な
っ
た
。　

地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
温
泉
郷
の
夏
イ
ベ
ン
ト

〜
温
泉
町
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
〜

　

湯
村
温
泉
街
に
お
い
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
「
荒
湯
天
狗
ま
つ

り
」
は
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

湯
村
温
泉
商
店
街
の
活
性
化
に
繋

げ
る
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

第
十
六
回
と
な
る
今
年
度
も
、

皮
切
り
は
、
お
な
じ
み
チ
ン
ド
ン

屋
天
狗
一
座
、
地
元
子
供
会
、Ｐ

Ｌ
バ
ト
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
天
狗
の

大
パ
レ
ー
ド
。
商
店
街
や
商
工
会

青
年
部
な
ど
約
四
十
店
舗
の
飲
食
、

物
販
の
夜
店
が
軒
を
連
ね
、
大
道

芸
人
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
商

工
会
女
性
部
の
踊
り
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
来
場
者

は
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る

「
但
馬
牛
ま
つ
り
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
巨

大
灯
籠
が
点
灯
さ
れ
る
と
、
一
帯
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
に
は
大
ビ

ン
ゴ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
大

盛
況
の
ま
ま
温
泉
郷
の
名
物
イ
ベ
ン

ト
は
終
了
し
た
。

バ
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い
ま
な
ぜ
経
営
革
新
か

　

県
連
合
会
の
「
経
営
革
新
・

事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
中
間
報
告
で
は
、
回

答
企
業
中
「
新
製
品
計
画
が
あ

る
」
三
割
、「
新
規
事
業
・
新

分
野
へ
の
進
出
計
画
が
あ
る
」

二
割
で
、
経
営
革
新
に
前
向
き

な
明
る
い
結
果
が
で
て
い
る
。

　

め
ざ
ま
し
い
経
済
環
境
変
化

の
中
で
、
わ
が
国
経
済
の
牽
引

力
と
な
り
、
二
十
一
世
紀
に
期

待
さ
れ
る
の
は
ま
さ
に
「
自
立

型
中
小
企
業
」
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、新
商
品
の
開
発
・
生
産
、

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
な

ど
に
よ
る
自
立
化
と
経
営
革
新

は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
様
々
に
変
化
す
る

経
営
環
境
は
企
業
に
と
っ
て
あ

る
と
き
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
あ
る
と
き
は
そ
の
存

続
を
脅
か
す
脅
威
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
の
か
を
直
視
し
な
け
れ

ば
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

  

ど
ん
な
企
業
で
も
取
り
組
め
る

　

言
葉
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
い
、
経
営
革
新
は
何
も

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
社

の
経
営
改
善
を
成
し
遂
げ
る
課
題
を

自
覚
し
経
営
革
新
に
取
組
む
行
動
が

必
要
で
あ
る
。
ど
ん
な
企
業
で
も
や

る
気
と
発
想
、
そ
し
て
自
社
を
存
続

し
て
い
く
意
思
が
あ
れ
ば
経
営
革
新

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
社
の

経
営
課
題
を
明
確
に
し
て
目
的
意
識

を
も
っ
て
経
営
革
新
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
今
の
〝
経
営
力
〞
が

将
来
と
も
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。将
来
の
企
業
成
長
・

発
展
の
た
め
に
、
常
に
自
社
の
経
営

構
造
を
見
直
し
、
新
し
い
視
点
で
自

社
を
改
革
し
て
い
く
行
動
が
企
業
力

を
高
め
る
。

　

な
お
、
経
営
改
善
が
、
企
業
の
枠

組
み
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
現

状
の
問
題
点
を
改
善
す
る
の
に
対
し
、

「
経
営
革
新
」
は
従
来
の
事
業
及
び

収
益
構
造
、
組
織
体
制
の
変
革
を
伴

う
こ
と
で
あ
る
。

  

経
営
革
新
計
画
の
内
容

　

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
る

と
、
低
利
の
融
資
や
税
制
上
の
特
例

な
ど
多
様
な
支
援
策
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
以
下
の
内
容
を
含
む

も
の
が
経
営
革
新
計
画
と
な
る
。

①
新
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産

②
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
ま
た
は
提
供

③
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は
販
売

の
方
式
の
導
入

④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
の
方
式

の
導
入
ま
た
は
そ
の
他
の
新
た
な

事
業
活
動

　
「
新
た
な
取
り
組
み
」
と
は
、個
々

の
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
「
新
た
な

も
の
」
で
あ
れ
ば
、
既
に
他
社
に
お

い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
技
術
・
方
式

を
活
用
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。

　

た
だ
し
、
業
種
毎
に
同
業
の
中
小

企
業
（
地
域
性
に
高
い
も
の
に
つ
い

て
は
同
一
地
域
に
お
け
る
同
業
他

社
）
に
お
け
る
当
該
技
術
の
導
入
状

況
を
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

既
に
相
当
程
度
普
及
し
て
い
る
技

術
・
方
式
等
の
導
入
に
つ
い
て
は
承

認
対
象
外
と
な
る
。
ま
た
、「
自
ら

の
企
画
提
案
に
よ
る
独
自
性
の
あ
る

取
り
組
み
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

こ
の
た
め
単
な
る
Ｍ
＆
Ａ
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
な
ど
を
計
画
内
容
と

す
る
も
の
は
承
認
対
象
外
と
な
る
。

　

許
認
可
が
必
要
な
事
業
展
開
を
計

画
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
許
認
可

を
受
け
て
か
ら
経
営
革
新
計
画
の
承

認
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
知
的
財
産
の
活
用
等
の
先

進
的
な
取
り
組
み
か
ら
、
機
械
設
備

の
高
度
化
・
共
同
化
に
よ
る
生
産
工

程
の
効
率
化
、生
産
管
理
・
品
質
管
理
、

労
務
財
務
、労
務
・
財
務
管
理
等
ま
で
、

経
営
の
向
上
に
資
す
る
多
様
な
取
り

組
み
が
対
象
と
な
る
。　
（
次
項
へ
）

（特集）地域力連携拠点支援事業―経営革新の重要性

経営革新成功の鍵（４つのＰ）

経営革新計画の承認手続と手順

経営革新成功の鍵

Ｐeople（経営者）

Ｐlan（計画） Ｐroduct（製品）

Ｐresentation（プレゼンテーション）

Ⅰ 県民局商工担当課または産業労働部経
営振興課への問い合わせ

＊兵庫県商工会連合会等の地域力連携拠
　点へ指導相談
＊経営革新説明会・セミナーの開催等  

Ⅱ 必要書類の準備
＊対象事業者であるかを確認
＊受けたい支援等の内容の明確化
＊必要書類は兵庫県のホームページから

Ⅵ 県民局商工担当課、国への申請書の提出
＊信用保証、融資等を利用する場合には
　関係機関と密接な連絡をとること

Ⅸ 経営革新計画承認後、支援策の活用
＊計画の申請と同時に希望する関係機関
　において事前に相談すること

Ⅴ 経営革新計画の作成

＊経営者自らの策定であること
＊ポイントをわかり易く、まとめること
＊十分な分析、検討に基づくこと
＊実現可能な計画であること
＊数値指標の向上を目指すこと

Ⅳ 事業計画の立案 ＊ビジネスプランの策定

Ⅶ 経営革新計画承認審査会 ＊ヒアリング・プレゼンテーション

Ⅹ 経営革新計画フォローアップ調査

Ⅷ 兵庫県知事、大臣の承認 ＊経営革新計画承認審査後、２週間程度

Ⅲ

経営革新の内容検討
＊新規性：どれくらい新規なのか、従来との差異をできるだけ多く盛り込むこと
＊具体性／効果性：根拠となる数値、取引先名を使う／実現後のメリット
＊実現可能性：自社の力でできるか、支援が必要か、経営資源について記述する
＊付加価値性：実現すれば会社の業績に高い付加価値を寄与するか
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経
営
革
新
計
画
の
経
営
目
標

　

承
認
の
対
象
と
な
る
経
営
革
新
計

画
の
計
画
期
間
は
三
年
か
ら
五
年
で

あ
る
。
ま
た
、
経
営
目
標
の
指
標
と

し
て
付
加
価
値
額
の
向
上
が
求
め
ら

れ
、
経
営
の
向
上
の
程
度
を
示
す
指

標
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
付
加
価
値
額
＝
営
業
利
益
＋
人
件

費
＋
減
価
償
却
費

②
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
＝

　

付
加
価
値
額
／
従
業
員
数

　

ま
た
、
前
記
の
付
加
価
値
額
ま
た

は
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
い
ず

れ
か
の
目
標
伸
び
率
が

①
三
年
計
画
の
場
合
九
％
以
上

②
四
年
計
画
の
場
合
十
二
％
以
上

③
五
年
計
画
の
場
合
十
五
％
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
、

①
三
年
計
画
の
場
合
三
％
以
上

②
四
年
計
画
の
場
合
四
％
以
上

③
五
年
計
画
の
場
合
五
％
以
上

の
目
標
伸
び
率
が
求
め
ら
れ
る
。

経
営
革
新
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

＊
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
姿
勢

＊
徹
底
し
た
リ
サ
ー
チ

＊
経
営
革
新
計
画
書
の
作
成

＊
推
進
体
制
の
構
築

＊
従
業
員
へ
の
動
機
付
け

経営革新承認後のメリット
(1) 兵庫県の低利融資制度
(２) 政府系金融機関による低利融資制度
(３) 信用保証の特例
(４) 高度化融資制度
(５) 小規模企業設備資金貸付制度の特例
設備投資減税 (特別償却制度・税額控除制度）
販路開拓コーディネート事業
特許関係料金減免制度

1

2
3
4

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

１０月は「労働保険適用促進月間」です。
〝１人でも雇ったら、必ず入るもの。それは「労働保険」です！〞
社員、従業員、アルバイトなど、労働者を１人でも雇い入れた事業
主は、労働保険（労災保険・雇用保険）の加入手続きをして、
労働保険料を申告・納付することが義務付けられています。
　労働保険の加入手続きについてのお問い合わせは、下記ホーム
ページを参考に、各労働基準監督署または各公共職業安定所まで
お願いします。

兵庫労働局 http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp/index.htm

商工会の休業補償プラン
【特　徴】
　１　一般契約に比べ44％割引
　２　最長1年間のロングサポート（免責7日間）
　３　自宅療養中もサポート（医師の治療を受けていることにより全く働けない場合）
　４　24時間いつでもサポート
　５　加入時の医師の診査は不要
　６　家事従事者の方も対象に（入院時のみ補償）
　７　地震、噴火または津波による天災もサポート
　８　入院初期費用５万円を補償（特約付帯の場合）

経営者と従業員のための全国商工会休業補償制度

所得保障保険団体契約（天災危険担保特約付）

中途加入毎月受付中
毎月１日の保険開始でご加入

いただけます

★保険期間★
平成20年10月１日から１年間

＊全国商工会の会員事業所の事業主（法人の場合は役員）、従業員で、加入時年齢が６４歳までの方。
＊上記事業主、従業員の配偶者である専業主婦（家事従事者）で、加入時年齢が６４歳までの方。

東京海上火災保険会社・株式会社損害保険会社・あいおい損害保険会社

～お問い合わせは各商工会まで～

加入資格

引受保険会社

保証・融資の優遇措置

税の特例措置
販路開拓の支援措置
その他の優遇措置
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